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１．火災概況
火 災 件 数 42 件
損 害 額 157,027 千円
死 者 5 人
負 傷 者 5 人
り 災 世 帯 18 世帯

42 39 47
建 物 合 計 23 24 20
全 焼 13 10 11
半 焼 2 1 1
部 分 焼 5 4 5
ぼ や 3 9 3

4 2 10
5 2 2

10 11 15
49 44 40

全 焼 10 4 6
半 焼 1 1 1
部 分 焼 6 8 7
ぼ や 2 6 3
全 焼 17 10 11
半 焼 3 1 2
部 分 焼 7 10 7
ぼ や 3 4 3
床面積（㎡） 4,531 1,985 1,850
表面積（㎡） 125 296 375

24 27 83
19 4 3

17,667 5,557 34,078
18 19 17
10 4 7
1 0
7 15 10

50 63 40
5 3
5 3 2
0 0

157,027 63,627 102,603
149,778 56,294 99,234

303 497 416
4,304 4,363 2,127

（千円） 0 0 0
2,642 2,473 826
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その他
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非
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火
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合　　　　計

林 野

焼
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平成３０年中

42 件

平成３０年中
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２．火災の分類

火災件数
建物火災

23件
55%

林野火災

4件
9%

車両火災

5件
12%

その他火災

10件
24%

火災種別ごと件数

建物火災
149,778 

95%

林野火災
303 千円

0%

車両火災
4,304 千円

3%

その他
2,642 千円

2%

火災種別ごとの損害額

損害額

157,027千



３.月別、時間帯別火災件数

（件）

（時）

※時間帯不明２件
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

H28 3 3 12 10 5 4 2 3 1 1 1 2

H29 2 4 5 6 8 2 2 5 1 0 2 2

H30 4 1 9 5 3 5 4 4 0 2 2 3
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（千円） （千円） （円） （円）

42 157,027 3,739 1,644 4,196 4,531 125 206.0 5.7

1月 4 13,028 3,257 136 348 714 16 357.0 8.0

2月 1 116 116 1 3 10 5.0 0.0

3月 9 24,247 2,694 254 648 1,037 1 216.0 0.5

4月 5 69,674 13,935 730 1,862 2,015 59 503.8 29.5

5月 3 144 48 2 4 0 18 0.0 9.0

6月 5 11,506 2,301 120 307 92 20 92.0 10.0

7月 4 834 209 9 22 47 0 47.0 0.0

8月 4 660 165 7 18 34 0 34.0 0.0

9月 0 0 #DIV/0! 0 0 0 0 0.0 0.0

10月 2 15,290 0 160 409 146 11 146.0 5.5

11月 2 15,075 7,538 158 403 128 0 128.0 0.0

12月 3 6,453 2,151 68 172 308 0 154.0 0.0

中央
消防署

26 136,207 5,239 2,003 4,975 3,979 124 306.1 9.5

東和
分署

7 3,330 476 395 1,093 374 0 187.0 0.0

北
消防署

8 17,485 2,186 1,246 3,412 178 0 35.6 0.0

大迫
分署

1 5 5 1 3 0 1 0.0 0.5

39 63,627 1,631 660 1,716 1,985 296 90.2 13.5

47 102,603 2,183 1,053 2,784 1,850 375 84.1 17.0

（平成30年中）
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0.52

‐48‐

29年

28年 4.83

3.82

5.70

4.04

1.99

署
　
所
　
別

8.29

0.52
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火災件数
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り

４．火災被害状況

月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
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0.42

0.42

0.00
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157,027 303149,778

94,123

５．曜日別、覚知別火災状況

火
　
災
　
件
　
数

区
　
　
　
　
　
分

1

1

（

加

入

）

一

般

加

入

6,106

水

155

損 害 額

（千円）

19

火

96,513

3,739

(平成30年中）

合  計

49,973157,027

95%
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土 1 12,384 110 1,080
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150

2,630

9

81,777

9,086

1,78515,359

1

(１件当損害 額 )

６．覚知別火災件数、被害状況

区   分

金

事

後

聞

知



合 計 42 23 13 2 5 3 4 5 0 10 49 10 1 6 2 17 3 7 3

1 月 4 4 2 1 1 8 4 1 2 1

2 月 1 1 1 1 1

3 月 9 6 3 1 1 1 1 1 1 13 2 1 1 6 2 1

4 月 5 2 2 1 2 12 5 2 1 4

5 月 3 1 1 1 1 1 1

6 月 5 1 1 4 5 1 2 1 1

7 月 4 3 1 1 1 1 3 1 1 1

8 月 4 2 1 1 2 2 1 1

9 月 0 0 0

 10 月 2 1 1 1 2 1 1

 11 月 2 1 1 1 1 1

 12 月 3 1 1 2 1 1

中央消防署
(分遣所含む)

26 16 8 2 5 1 1 3 6 39 9 1 6 1 10 3 7 2

東和分署 7 2 2 3 2 3 3

北消防署 8 4 3 1 2 2 6 1 4 1

大迫分署 1 1 1 1 1

７．月別、署所別火災状況
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30

(ａ)(台)(機) (㎡)

4,531 125 24 19 17,667 18 10 1 7 50 5 5 157,027 149,778 303 4,304 2,642

714 16 3 0 13,028 12,386 642

10 0 1 116 116

1,037 1 3 5 623 4 2 1 1 13 1 2 24,247 21,632 49 2,539 27

2,015 59 5 3 986 9 5 4 26 1 1 69,674 69,473 51 150

18 10 900 0 1 144 144

92 20 2 11,616 2 1 1 6 2 11,506 11,253 101 152

47 1 1 0 834 724 110

34 3,532 1 1 3 660 270 390

0 0

146 11 1 1 1 1 15,290 15,289 1

128 5 1 10 1 1 1 1 15,075 14,837 100 138

308 3 0 6,453 3,798 870 1,785

3,979 124 3 16 10,888 16 9 1 6 46 3 5 136,207 131,843 49 3,602 713

374 21 3,926 0 3,330 2,926 254 150

178 3 2,853 1 1 1 1 17,485 15,006 702 1,777

1 1 1 3 5 3 2

         (平成30年中)

焼損面積・数 り災世帯数 火災種別ごとの損害額（千円）
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(a) (台)(機) (㎡)

42 49 10 1 6 2 17 3 7 3 4,531 125 24 19 17,667

23 49 10 1 6 2 17 3 7 3 4,531 125 1 14 249

住 宅 9 29 10 6 2 7 1 2 1 2,928 91 9

物置・置場 6 8 5 2 1 114 1 249

作 業 小 屋 3 5 1 4 801 2

飲 食 店 1 1 1 12

店 舗 1 1 1

工 場 1 1 1 18

倉 庫 1 3 1 2 676 16 3

遊 技 場 1 1 1

19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 5 0 17,418

4 23 384

5 5

10 17,034

８．用途別火災状況
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建
 
 
 
物
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数
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焼

林 野 火 災
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分
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ぼ

や
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建　物（㎡）
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積

車
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床
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18 10 1 7 50 5 5 0 157,027 111,280 38,498 303 4,304 0 2,642 0

18 10 1 7 50 3 5 152,340 111,280 38,498 110 1,581 871

17 10 7 46 3 4 122,138 94,782 26,730 461 165

0 1 1,695 881 499 110 205

1 1 4 15,373 9,355 5,039 478 501

0 221 197 24

0 0

0 0

0 12,868 6,020 6,206 642

0 45 45

0 0 0 0 0 2 0 0 4,687 0 0 193 2,723 0 1,771 0

193 193

1 4,157 2,723 1,434

0

1 337 337

負

傷

者

り 災 世 帯 数

建　　　物

計

全

損

半

損

小

損

（平成30年中）
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員
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者

30
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死

者

損　　害　　額　　内　　訳　（千円）

計

建

物

収
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物
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野



(ａ)(台)(機) (㎡) (千円)

合　　　計 42 4 1 9 5 3 5 4 4 0 2 2 3 4,531 125 24 19 17,667 157,027

草焼き・たき火 16 4 3 1 4 3 1 445 1 13 17,667 6,085

放火・放火疑い 6 1 1 1 1 1 1 622 31 1 3 31,945

電気機器・配線 4 2 1 1 702 16 3 13,711

エンジン・排気管 3 1 1 1 154 3 8,579

たばこ 3 1 1 1 582 4 22,789

取灰 2 1 1 23 9

ガスこんろ 1 1 12 221

ストーブ 1 1 308 1 4,297

機械火花 1 1 18

車両ブレーキ 1 1 1 2,036

車両配線 1 1 1

虫焼き火 1 1 7 155

不明 2 1 1 1,676 59 10 3 67,200

９．原因別火災状況

林

野

焼　損　面　積　・　数

8

月
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月
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月
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3

月
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件

棟 棟

㎡ ㎡

世帯 世帯

人 人

千円 千円

千円 千円

１１．１日及び１件あたり火災状況

1

そ の 他

1

工 場 内

外 周 部 4

台 所 ・ 厨 房

2

2

（平成30年中）

１ 件 当 り１ 日 当 り

0.12

建物火災

全 火 災

損 害 額

区                分

火 災 件 数

焼 損 棟 数

建 物 焼 損 床 面 積

倉 庫 ・ 物 置
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6,512

3,739

0.13

12.41

0.05

0.14

410

430

1.17

107.88

0.43

1.19

り 災 世 帯 数

り 災 人 員

ト イ レ

１０．建物火災出火箇所別火災件数
（平成30年中）

居 室 ・ 寝 室

4 1

出 火 箇 所

敷 地 内

出 火 箇 所 件   数件   数

店 舗 内3

14 車 庫



１２．過去の大火記録 

花 巻 市 

年 月 日 り    災    概    要 

延宝 4年 5月 27日 （1676年） 豊沢町から出火、小屋１つを残し豊沢町の建物焼失 

享保 6年 3月 29日 （1721年） 
里川口町横町から出火、南東の風により大火になり 256 戸焼失の

ほか侍屋敷の一部焼失 

享保 11年 6月 10日 （1726年） 里川口町から出火 48戸焼失 

明和 5年 12月 21日（1768年） 
豊沢小路長屋から出火、西小路大工町、横町、上南小路、北小路

下町におよび 330戸焼失 

天明 2年 5月 27日 （1782年） 
里川口町、裏町日野や長屋から出火、折からの烈風により、裏町、

横町 140戸焼失 

天明 8年 12月 23日（1788年） 里川口町横町、下小路から出火、同町、上町、大町 78戸焼失 

嘉永 5年 1月 7日 （1852年） ７日夜から 8日朝にかけ、川口町、下町、南小路にかけ 87戸焼失 

安政 6年 3月      （1859年） 鍛冶町の寺院より出火、150戸焼失 

明治 3年 4月 15日 （1870年） 鍛冶町から吹張御組まで 300戸焼失 

明治 5年 3月      （1872年） 里川口町で大火、り災戸数 54戸 

明治 40年 3月 10日（1907年） 
12 時 20 分、川口町佐藤由蔵借家から出火、西風烈風により 24 戸

70棟焼失 

昭和 13年 12月 27日（1938年） 
19時頃湯口村の温泉旅館から出火、同館のほか３旅館と売店等 14

棟焼失 

昭和 20年 ４月 16日（1945年） 

御田屋町の総合病院から出火、病院本館全焼、強風により 2 寺院

全焼、里川口に延焼。さらに飛火して矢沢村高木小路 4 棟、堰袋

民家 7棟、槻の木民家 5棟、白山神社、観音堂と矢沢 1棟を焼失 

昭和 20年 8月 10日（1945年） 
10時 30分、第 2次世界大戦、戦災爆撃により花巻駅地域大部分倒

壊全滅、上町、大工町、豊沢町、下町、裏町 673戸焼失 

昭和 23年 ４月 14日（1948年） 
15時 50分頃、矢沢村高木小路高木不動寺付近から出火、風速 10m

以上の強風により 56戸焼失、り災世帯 87世帯、り災人員 374名 

昭和 24年 2月 18日（1949年） 

3 時 50 分、湯本村台温泉火災、巾員 1.82m せまい道路と両面が渓

谷地形の消防活動悪条件の中に木造建築物が密集し通路が煙道と

なって延焼、温泉旅館、自炊館７棟を含む 25棟焼失 

昭和 34年 2月 23日（1959年） 

14 時 00 分頃、松園町地内の住家から出火、北の風最大風速 13m

の強風により引揚者住宅、市立母子寮、市立保育園、公衆浴場等

12棟焼失、り災人員 63名 

昭和 42年 ４月 13日（1967年） 

21時 10分、双葉町地内の陶器店から出火、木造建物密集により店

舗、自動車修理工場、住宅、アパート等 4棟全焼、3棟半焼、り災

世帯 15世帯、り災人員 42名 

平成 12年 3月 17日（2000年） 

1時 00分頃、大通り地内の仏具店から出火、折からの強風により、

仏具店、写真館、旅館等４棟全焼、３棟部分焼、約１億４千万円

の損害 

平成 26年 4月 7日（2014年） 
20時 15分頃、上町地内の食品卸店舗から出火、店舗１棟全焼、店

舗併用住宅２棟半焼、約７千３００万円の損害 

‐56‐ 



平成 30年 4月 29日（2018年） 20時 30分頃、高田地内の住宅から出火、住宅 5棟全焼、1棟部分焼

及び 1棟ぼや、工場 1 棟全焼、事務所 1 棟全焼、共同住宅 1 棟部分

焼 

 

大 迫 町 

年 月 日 り    災    概    要 

享保 11年 4月   （1726年） 中町、上町が残らず焼失 

文政 12年 12月  （1829年） 中町、上町、115棟が焼失 

昭和 54年 3月 4日（1979年） 内川目地内住家より出火 6棟焼失 

 

石 鳥 谷 町 

年 月 日 り    災    概    要 

昭和 7年 4月 9日（1932年） 石鳥谷小学校ならびに民家 20戸焼失 

昭和 23年 7月 24日（1948年） 
13時 45分、石鳥谷町、横沢鍛冶工場から出火、花巻酒造㏍、宝峰、

七福神、稲の友工場、倉庫、住宅 44棟全焼 8棟半焼 

 

東 和 町 

年 月 日 り    災    概    要 

正保 4年 3月    （1647年） 
土沢町の大火により延焼し、土沢舘も焼失する。城の建物と民家 96

戸焼失 

延享 5年 6月 1日（1748年） 穴畠町より出火 53棟焼失 

宝暦 6年 12月 16日（1754年） 土沢町大火 43戸焼失 

文化 13年 3月 13日（1816年） 土沢町大火 182戸焼失 

天保 3年 7月 10日（1832年） 土沢町沖屋長平ェ前の家より出火、土沢町の家屋全焼 

天保 9年 3月 5日（1838年） 土沢町より出火 73棟焼失 

昭和 31年 4月 23日（1956年） 
土沢地内住家より出火、住宅、小屋、山林等、14棟焼失 り災人員

46名 

昭和 42年 11月 9日（1967年） 東晴山地内、製材所、住宅等、17棟焼失 
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１３．特殊な火災及び災害等 

発 生 年 月 日 概          要 

昭和 62年 2月 26日 

東北自動車道多重衝突事故 

2 月 26 日 6 時 50 分頃高速道下り線 478km 地点（花巻市椚の目 7－35

－3）で大型車、普通車 41台による多重衝突事故 

人的被害 死傷者 20名のうち死者 1名、重傷 2名 

気象状況 天候 雪、気温 –4℃、風向 西 

     湿度 98％、積雪 28cm （花巻消防署調べ） 

現場の道路状況は圧雪、気象は地吹雪 

出動車両 救急車３台、救助工作車１台、ポンプ車１台 

     指令車１台 計６台 

出動人員 20名 

平成 5年 4月 18日 

花巻空港での航空機火災 

4月 18日 12時 44分頃日本エアシステム機（DC9－41型機 128人乗）

が花巻空港で着陸に失敗炎上 

搭乗者 乗員 5名、乗客 72名、計 77名 

    うち負傷者 26名（花巻消防署調べ） 

被害状況 航空機 1機焼損 損害額 197,261千円 

事故当時の気象状況 

     天候 晴、気温 12.5℃、湿度 36％ 

     風向 西北西、平均風速 10.4m/s 

     最大瞬間風速 24.0m/s （花巻消防署調べ） 

出動車両 大型化学車 1台、化学車 1台、水槽付ポンプ車 2台、 

     普通ポンプ車 1台、水槽車 1台、救急車 2台、運搬車 1台、 

     指令車 1台、（花巻市消防団）17台、（石鳥谷町消防団） 

1台 

     計 28台 

出動人員 消防職員 29名、消防団員 187名 計 216名 
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石鳥谷町・紫波町大規模林野火災概要 

（1） 出火日時 平成 9年 5月 2日（金） 12時 10分頃 

（2） 出火場所 石鳥谷町大瀬川第 1地割 70番地 6 私有林 

（3） 覚知時間 平成 9年 5月 2日 12時 48分（加入電話覚知） 

（4） 鎮圧時間 平成 9年 5月 3日 12時 43分 

（5） 鎮火時間 平成 9年 5月 7日 16時 00分 

（6） 出火原因 不明 

（7） 気象状況 5月 2日 13時 

天候 晴、気温 25.9℃、相対湿度 23.2％、実効湿度 59.5％ 

風向 南西、風速 8.0m   強風 乾燥注意報 発令中 

（8）被害の状況 

    ・人的被害    負傷者 1名（消防団員消火活動中） 

    ・建物被害    非住家 焼損面積 0.45㎡（神社の柱） 

    ・消防施設被害  軽可搬ポンプ 1台、ホース 3本焼損 

・林業関係被害 

     ア 森林被害    焼損面積 304.1ha 国有林 73.1ha 私有林 231.0ha 

     イ 森林施設被害  荒廃地５ヶ所 

     ウ 林産物被害   しいたけほだ木 15,000本 

    ・土木施設被害  高速道路の法面焼損 1ヶ所 

    ・電力関係被害  送電線及び電線 2経間中の難着雪リング溶解破損 

    ・損害額合計   1,047,364千円 

（9） 出動状況 

    ・出動人員 4,731人 

      消防職員・消防団員・婦人消防協力隊 2,579人 

      その他               2,152人 

    ・出動車両     534台 

      ポンプ車    102台 

      可搬式ポンプ   96台 

      その他     336台 

    ・航空機       24機 

      県防災ヘリ      8機 

      自衛隊ヘリ     14機 

      県警ヘリ       2機 

 

 

※ １（3）覚知時間は石鳥谷分署覚知、（4）鎮圧時間は石鳥谷町発表、（5）鎮火時間は 

     石鳥谷町、紫波町両町発表 

  ２（7）気象状況資料は石鳥谷分署調べ（相対湿度、実効湿度は消防本部調べ） 

  ３（8）被害の状況（9）出動状況については石鳥谷町、紫波町両町合計の数値 
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東日本大震災の記録 

 

東北地方太平洋沖地震の概要 

（1）発 生 日 時 平成 23年 3月 11日（金） 14時 46分 

（2）発 生 場 所 牡鹿半島の東南東約 130km（三陸沖）、深さ約 24kmを震源として発生 

（3）地 震 規 模 マグニチュード 9.0 

（4）震 度 最大震度 7（宮城県栗原市） 6弱（花巻市大迫町） 

    

花巻市の被害（平成 24年 2月 29日付） 

 （1）人的被害     死亡者  2名（花巻市に住所を置く方が震災当日沿岸で被災) 

重症者  3名（うち 4月 7日の余震によるもの 2名） 

軽傷者 17名 

（2）建物被害（民間） 全壊 42件 大規模半壊 26件 半壊 79件 一部損壊 861件 

（3）公共施設等被害  公共施設 135件 公共土木施設 108件、 

            水道施設の破損、漏水、故障等 124件 

            下水道、農集排、浄化槽路面沈下等 25件 農林施設 197件 

（4）農業被害     牛舎・米倉庫等 13件  

 

 花巻市消防本部の対応 

（1）災害対策本部設置 平成 23年 3月 11日 14時 48分 

廃止 平成 23年 3月 31日 

（2）ＳＣＵの設営、運用  ※ＳＣＵ…StagingCareUnit（広域搬送拠点臨時医療施設） 

 

   活動概要 

3月 11日の地震発生後、岩手県からＳＣＵをいわて花巻空港に設置するため、当消防本

部に指揮調整員、救急隊の派遣指示があり、いわて花巻空港内ＳＣＵにて待機態勢をとっ

た。 

3月12日、全国各地から参集したＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）やドクターヘリ、防災

ヘリ、自衛隊などの関係機関と連携し、空港内に被災地からヘリ搬送された傷病者をＳＣ

Ｕへ収容し、搬送の順位や収容先を決定するため、再トリアージ及び必要な追加処置を実

施する。決定された搬送順位にしたがって、救急車等で医療機関へ搬送、また自衛隊輸送

機にて遠隔地の医療機関へ域外搬送となる。 

3月16日からＳＣＵは岩手県消防学校に移設、同施設に隊員を派遣する。 

3月19日、ＳＣＵ解散となる。 

 

ＳＣＵへの派遣延べ人員（3月11日～19日） 

花巻市消防本部  延べ30隊104名 

花巻市消防団   延べ2隊57名 
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ＳＣＵ傷病者医療機関等搬送状況 

 陸路搬送 空路搬送  

 花巻市消防本部 県内外応援隊 ドクターヘリ 域外搬送(C-1) 合計 

3月11日 0 0 0 0 0 

3月12日 52 15 0 4（新千歳） 71 

3月13日 12 17 1 6（羽田） 36 

3月14日 6 17 0 3（秋田） 26 

3月15日 0 4 0 3（秋田） 7 

3月16日 (1) 0 0 0 (1) 

3月17日 (1) 0 0 0 (1) 

3月18日 0 0 0 0 0 

3月19日 0 0 0 0 0 

合計 70(2) 53 1 16 140(2) 

※注 １ 空路搬送 C－1とは、自衛隊中型輸送機のことである。 

２ ( )書の人数は、岩手県消防学校 SCUから花巻市消防本部が搬送した人員数である。 

 

ＳＣＵ搬送者傷病程度別状況 

 軽症 中等症 重症 合計 

3月11日 0 0 0 0 

3月12日 31 36 4 71 

3月13日 11 23 2 36 

3月14日 11 12 3 26 

3月15日 0 4 3 7 

3月16日 0 (1) 0 (1) 

3月17日 (1) 0 0 (1) 

3月18日 0 0 0 0 

3月19日 0 0 0 0 

合計 53(1) 75(1) 12 140(2) 

※注 ( )書の人数は、岩手県消防学校 SCUから花巻市消防本部が搬送した人員数である。 

 

（3）消防相互応援隊の協定に基づく応援隊の派遣（救急隊） 

派遣先  釜石大槌地区行政事務組合消防本部  

派遣期間 平成 23年 3月 25日（金）から平成 23年 5月 1日（日）まで 

出動件数 66件 

派遣人員 延べ 25隊 75名 

※当消防本部と北上地区消防組合及び遠野市消防本部の各救急隊から、常時２隊従事する

ようローテーションを編成し救急活動を行った。活動本拠地は津波被害のなかった釜石消防

署小佐野出張所に置き、救急出動時には釜石消防職員１名が同乗（転院搬送を除く）し活動

を行った。 
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北海道胆振東部地震に伴う緊急消防援助隊活動記録 

 

北海道胆振東部地震の概要 

（1）発 生 日 時 平成 30年 9月 6日（木） 3時 07分 

（2）震 源 地 北海道胆振地方中東部 

（3）地 震 規 模 マグニチュード 6.7 

（4）震 度 最大震度 7（厚真町）※同日 15時に安平町の 6強から修正となる。  

    

道全体の被害状況（平成 31年 1月 28日 14時 30分現在） 

 （1）人的被害  死 者 42名 

重症者 31名、軽傷者 731名 

（2）物的被害  住 家 被 害：全壊 462棟、半壊 1,570棟、一部損壊 12,600棟 

        非住家被害：2,456棟 

  

緊急消防援助隊の出動人員（道外消防機関） 

 消防組織法第 44条に基づき、消防庁長官の求めにより出動する。 

 派遣消防本部数 31消防本部（派遣期間 9月 6日～9月 10日） 

 実数 延べ数 備考 

出動隊 出動人数 出動隊 出動人数  

陸上 179隊  696人  593隊  2,268人  7都道府県 

航空 18隊  131人  49隊  364人  11都道府県 

合計 197隊  827人  642隊  2,632人   

 

道内広域応援隊の出動人員（道内応援機関） 

 北海道広域消防相互応援協定により、出動する。 

派遣消防本部数 33消防本部（派遣期間 9月 6日～10月 12日） 

 実数 延べ数 

出動隊 出動人数 出動隊 出動人数 

陸上 231隊 794人  414隊  1,530人  

航空 1隊 7人  1隊  7人  

合計 232隊 801人  415隊  1,537人  

 

 花巻市消防本部の活動 

  9 月 6 日、発生した地震の最大震度が緊急消防援助隊の応援等に関する要綱第 29 条の迅速出

動の適用となり、岩手県内消防本部から統合機動部隊及び後方支援隊として 18 隊 65 名（うち

花巻市消防本部からは消火小隊 1 隊 5 名、救急小隊 1 隊 3 名、後方支援小隊 1 隊 3 名、計 3 隊

11 名）が出動する。後に統合機動部隊及び後方支援隊は岩手県大隊に編隊となり、厚真町で行

方不明者の捜索活動及び救急活動を行う。9 月 10 日に岩手県大隊の引揚げ決定通知を受理、9

月 11日に帰庁する。 
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